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 2024 年 1 月1日（月）の 午 後
4 時 10 分，石川県能登地方
で令和 6 年能登半島地震が

発災した。最大震度 7 を記録した能登半
島を中心に，日本海側の広い範囲で本震
と多数の余震に見舞われた。能登半島
の北側では海岸が一気に最大4メートル
も隆起するなど，数千年に一度とも言われ
る地殻変動が起こった。主要道路は多く
の箇所で寸断され，住民が孤立した。穏
やかに家族で正月を過ごしていた人々の
暮らしは暗転する。被害の激しかったエ
リアには，金沢ステーク七尾支部がある。
この記事では，末日聖徒イエス・キリスト
教会がどのような考え方の下に被災地の
人々を支援していったか見てみよう。

初動の速さ

翌１月２日，アジア北地域会長会の和
わ

田
だ

貴
たか

志
し

長老，ジョン・A・マキューン長
老，J・キモ・エスプリン長老は，被災し
た方々に対し教会ニュースルームを通し
てメッセージを送った。 1 月 3 日には全
国コミュニケーション評議会スペシャリス
トの須

す
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兄弟が現地入りする。 1 月
4 日には，金沢ステークの会員と宣教師
が七尾支部へ駆けつける。またアジア北
地域エリアオフィス施設管理部職員が七
尾支部の損傷を調査する。数か所にひび
割れ，壁紙の破れがあるものの，構造的に
は問題がなく集会場として利用可能と評

価された。同日夜，福祉自立支援サービ
ス部の職員がワゴン車に物資を積んで到
着した。 6 日，地域七十人の今
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長
老が訪問し，七尾支部・金沢ステークの
指導者と支援の方法を評議した。翌週末
の13 日にはエスプリン長老が訪問，地元
の会員に慰めと励ましを伝えた。

災害には段階がある。フェーズ 1（超急
性期）は発災から 2，3日，支援が届かず
被災者には自助が求められる。フェーズ
2（急性期）は発災から1 週間程度，行政
などの支援が入り始める。フェーズ 3（亜
急性期）とは発災から 2，3週間。フェー
ズ 4（慢性期）は発災から数か月から数年
の復興の時期を指す。それぞれの段階で
現地の必要と優先度は刻 と々変化する。
教会は，その段階を踏まえて支援の人員
を送っていることが分かる。

地元指導者を助ける

フェーズ 1では，七尾支部の西
にし
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支部会長に，現地の状況を問い合わせる
連絡が頻繁に入った。西田会長と支部の
指導者らは対応に追われ，自身も被災者
でありながら，しばらく自分の家族や支部
の会員のために動くこともできず疲弊する
こととなった。東日本大震災の際にも同
じことが起きた。それを教訓に，教会か
ら送った人員が情報収集や連絡などの業
務を引き受けるようにした。

同時に，七尾支部へ支援物資が直送さ

れて来て，集会所に集積され始めた。好
意は有り難かったが，フェーズ 1の時期，
現地にいるのは皆，被災者であって，物資
の受領や整理の作業は負担となる。送ら
れたものが現地のニーズに合っているとも
限らない。また物資を被災した人々に届
ける手段も人員もなかった。そのため，神
権指導者や教会ニュースルーム記事を通
じ，支部の指導者に直接，連絡しないよ
う，また物資を直接，送らないようにと，繰
り返し呼びかけがなされた。

ニーズの把握

発災直後から，能登半島は広い範囲で
断水した。被災者はまず飲料水と生活用
水の不足に苦しむ。情報を得ていた教会
の福祉自立支援サービス部職員は，東京
で飲料水を積み込み現地へ運んだ。金
沢市でも調達し，フェーズ 1 から 2 の時期
に複数回にわたって七尾市役所へ飲料水
を，また簡易トイレ，ブルーシートと土嚢袋
を寄贈した。一方，防災士の資格を持つ
会員が行政から情報を得て，海上保安庁
の巡視船から軽トラックに積んだタンクに
水の供給を受け被災地へ運ぶ，給水活動
に携わった。軽トラックによる給水活動は
その後も継続され，教会の被災地支援の
柱の一つとなる。

フェーズ 2 から，ニーズの把握が本格
化する。この時期，七尾市の北にある穴
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へ炊き出しの試みもなされたが，道

能登半島地震の被災者を支援する教会
─長年の経験で培われたノウハウを活用して地域の人々に仕える─
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路の陥没や地割れで渋滞し現地へ到達で
きなかった。しかし，こうした手探りの活
動から徐々に被災地の道路事情やニーズ
が明らかになっていく。金沢ワードから七
尾支部へは，ニーズに応えて燃料，ポリタ
ンク，簡易トイレが届けられた。

フェーズ 3 になると被災者に食料品は
届くようになるが，カップ麺やレトルトカ
レーが中心となり，同じような食事が繰り
返される。食生活に変化を加えるべく行
政の炊き出し支援が行われてきたが，発
災 1 か月で終了となった。その直後のタ
イミング，フェーズ 4 に入った 2 月 2 日に教
会は，七尾市の避難所へ大規模な食料品
支援を行った。その際，この時点におけ
るニーズの変化を品目に反映させる。パッ
ク詰めの肉ジャガ，筑前煮などの煮物，ポ
テトサラダなどのサラダ類，プリンやゼ
リー，長期保存のできる牛乳，シリアル，
ティーバッグタイプの飲料，日本人には欠
かせないお新香や梅干し，さらには子ど
も向けに乳酸菌飲料，動物型のゼリー，ポ
テトチップスなどの菓子類，嗜好品飲料な
どを発注し，およそ 2,000人分，10日から
半月分の食料品を届けた。そうしたきめ
細かいニーズの把握にも，これまで教会
が培った人道支援の経験が生きている。

福祉自立支援サービス部が物資を調
達する際は，金沢市で購入して現地へ運
ぶことが多かった。これは地元経済を回
して地域の復興に資するためであった。

2 月 2 日の食料品支援では金沢市内の食
品提供の専門業者に委託した。現地への
物流も込みで対応してもらうためである。
物資は，調達もさることながら，どうやっ
て届けるかも支援の大切な要素となる。

地元オピニオンリーダーとの連携

こうした奉仕の機会が開かれたのは，
市議会議員や県議会議員など，地元オピ
ニオンリーダーからの紹介によるところ
が大きい。被災地支援において大切なの
は，まず地元の人々の信頼を得ることであ
る。彼らが心から必要としていることに
耳を傾け，着実に応えることで信頼関係
が築かれていく。それは宣教師が，ひい
ては救い主が人々に仕える方法に通じる。

教会コミュニケーション部の須田兄弟
が訪ねた市議会議員の女性は，かつて教
会の英会話に数回，参加したことがあっ
た。そのご縁から紹介を受け，七尾市の
複数の避難所へ支援の経路ができた。さ
らに，七尾市行政ボランティアセンターの
立ち上げ準備会議に招かれ，教会が提供
できる支援を提案し，最初のボランティア
の機会にヘルピングハンズとして参加する
こととなった。 1 月 23 日・24 日に七尾市
矢田郷地区コミュニティセンター避難所の
清掃活動が実施された。衛生環境の向上
と感染症予防のためである。金沢ステー
クの会員とその友人，専任宣教師ら，2 日
間で延べ 45 名が，黄色のヘルピングハン
ズ Tシャツを着用して奉仕した。

このように，人と人との繋がりから支援
の扉が開かれるのである。

行政や他の団体と連携

福祉自立支援サービス部職員はフェー
ズ 2 の段階から，JVOAD※ 1 と密接に情
報交換をしてきた。また，教会と長年連携

して活動してきたフードバンクの NPO法
人「セカンドハーベスト・ジャパン」が被
災地入りした際にも情報交換を行った。

教会はフェーズ 3 の段階で，セカンド
ハーベスト・ジャパンと， JVOAD の正会
員である日本赤十字社に義援金を寄贈し
た。赤十字社では 300人規模の医師と
看護師が，宿泊施設のない場所ではテン
トなどで自活しながら医療活動を行って
いる。教会にできることは限られている
ので，行政や他の専門的な団体と連携す
ることで効果的な貢献ができる。

段階的支援

労働ボランティア活動には，ニーズと
マッチした作業指示をボランティアに出す
組織が必要であり，行政のボランティアセ
ンターはその中心的存在となる。ボラン
ティア保険も含め，奉仕する人の安全を確
保する必要もある。そのため教会では，
フェーズ 1 からフェーズ 3 において，地元
の金沢ステーク内からのボランティアに限
定して活動した。

フェーズ 4 に入った 2月10日，JVOAD
関連団体の「Sien Sien West」から情報
を得て彼らと連携し，七尾市石崎地区で
がれき撤去のヘルピングハンズ活動を行
う。名古屋ステークと名古屋東ステークの
23名がボランティアバスで現地入りした。
これは，金沢ステークの外から参加した
初めてのヘルピングハンズとなった。

＊＊＊
今後の復興段階では，さらに多様な支

援が展開される。※ 2 それらは，救い主のよ
うに仕えるクリスチャンの精神と，阪神淡
路大震災から東日本大震災，熊本地震と
続いてきた教会の災害支援の経験に基づ
いて，「賢明に秩序正しく」※ 3 進められて
いくことだろう。◆

※ 1 ─ JVOAD（ジェイボアード）：認定 NPO 法人全国
災害ボランティア支援団体ネットワーク。末日聖徒イエス・
キリスト教会はヘルピングハンズの名称で正会員となって
いる

※ 2 ─ニュースルームの能登半島地震関連記事を
参照：https://news-jp.churchofjesuschrist.org
本誌 L8 ページ「今月のNews Headlines」も参照
※ 3 ─ モーサヤ 4：27

海上保安庁の巡視船から軽トラックのタンクに水の供給を受ける海上保安庁の巡視船から軽トラックのタンクに水の供給を受ける 七尾市石崎地区で，がれきを撤去する名古屋のヘルピングハンズ七尾市石崎地区で，がれきを撤去する名古屋のヘルピングハンズ

七尾市役所に飲料水を寄贈する七尾市役所に飲料水を寄贈する

日本赤十字社石川県支部にて義援金の寄贈日本赤十字社石川県支部にて義援金の寄贈
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 20 20 年の春，里見博之兄弟
は，愛知県津島市の自宅の
リビングでひざまずき，朝

の祈りをささげていた。窓から差し込む
朝日の暖かさを感じながら祈っていたと
き，はっきりとした御霊のささやきを聞い
た。─「息子の仕事のためにお祈りを
しなさい。」─博之兄弟はいぶかしい
気持ちで目を開ける。息子の直樹兄弟は
当時，大阪でエンジニアとして勤務してい
た。「職場では評価されていると聞いて
いました。だから何が起こっているのか
分かりませんでしたが，次の日から妻と一
緒に『直樹の仕事を祝福してください』と
祈るようになりました。」

祈り始めて 3 か月後，博之兄弟は御霊
の導きの理由を知る。直樹兄弟から電話
がかかってきたのだ。「お父さん，実は仕
事のことで悩んでいる」と切り出した息子
に「知っているよ」と博之兄弟は答える。

「だから，お父さんたちはあなたの仕事の
ことをずっと祈っていましたよ。」

息子の決意

直樹兄弟は言う。「仕事を辞めて公
認会計士※ 2 試験にチャレンジしたい。」
─数か月前に妻の文

あや

香
か

姉妹が 3 人目
の子どもを身ごもったことがきっかけだっ
た。「当時の仕事はうまくいっていました

が，3 人の子どもに十分な教育を受けさ
せることを考えると収入面で厳しかった。
身近で，医師である義父が活躍する姿を
見ていて，自分もしっかりした資格があれ
ばと思いました。医師，弁護士に並ぶ三
大国家資格※ 3 の一つ，公認会計士を考え
始めました。」

公認会計士試験は，短答式の一次試験
と論文式の二次試験から成る。一次試験
の合格率は10％を切ることもある「超難
関」である。多くの受験生が仕事を辞めて
勉強に集中する。家族を養う直樹兄弟は
迷った末，主に祈った。「祈り終えたときに
前向きな印象があったので，仕事を辞めて
試験に挑戦することを決めました。」

直樹兄弟の話を聞いた父親の博之兄
弟は「いいんじゃないか」と励ます。「祈
りをもって決めたと言っていたので。彼の
決断に全幅の信頼を置いていました。」　

直樹兄弟は 7月に職を辞し，公認会計
士試験の勉強に取り組む。文香姉妹がフ
ルタイムで働き，生活を支えた。

どん底の日々

2022 年6月某日。大阪府枚
ひら

方
かた

市の自
宅では直樹兄弟がパソコンをにらんでい
た。スクリーンには公認会計士 1 次試験
の合格発表が表示され，直樹兄弟の受験
番号はない。 3 度目の不合格だった。

公認会計士試験について，直樹兄弟は
当初 2 年での合格を見込んでいた。「ぼ
くは勉強に対して苦手意識がなく，ずっと
志望校に合格していたので，この成功体
験があれば公認会計士も受かるはずだっ

て思っていました。……その自信はへし折
られましたね。」生活資金も底を尽いてい
た。「最初，公認会計士を目指すきっか
けになった 3人目の子は流産してしまった
んですが，この少し前に妻がもう一度子
供を授かって，3月末で仕事を辞めていた
んです。」直樹兄弟は祈り，「働いた方がい

※ 3 ─近年では「弁護士」「不動産会計士」「公認会計士」
を指すことも多い

※ 2 ─会計監査（財務諸表監査）を専門に行う会計の専
門家。年に 2 回開催される一次試験は三大難関国家試験
の一つに数えられるほど難易度が高いことで有名

※ 1 ─ 1ニーファイ 16：10

里見ご家族。後列左から，直樹兄弟，博之兄弟，幸
ゆき
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里見家のリビング。
毎朝ソファの前にひざまずいて
博之兄弟と幸子姉妹は祈る

3年間使い込んだ   問題集3年間使い込んだ   問題集直樹兄弟が試験勉強をしている机直樹兄弟が試験勉強をしている机

荒れ野で進むべき方向を指して
─人生を導く天の力─名古屋ステーク高畑ワード  里

さと
見
み

博
ひろ

之
ゆき

兄弟・京都ステーク茨木ワード  里
さと

見
み

直
なお

樹
き

兄弟

※ 1※ 1
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※ 5 ─群衆（croud）と資金調達（funding）を組み合わ
せた造語で，ある目標やプロジェクトの実現のために人々
が資金を出し合い支援することを指す

※ 4 ─「幕の彼方にいる人々を助けようとする人はだれで
も，代わりに，人生の諸事全般について助けを得られます。
……幕の彼方へ去った人々に助けを与えるとき，幕の彼方
からわたしたちに助けが与えられます。」（ジョン・A・ウィッ
ツオー長老　Genealogival Activity in Europe 104）

い，でも勉強は続けるように」と感じた導
きに従い，派遣社員として再就職する。

収入を得て生活は安定したものの，仕
事と勉強に追われる日々は多忙を極め
た。睡眠時間が 4 時間半の生活を数か
月続け，直樹兄弟は倒れる。「朝，ランニン
グをしていたら，急に気分が悪くなってそ
の場に倒れたんです。それからも急に脂
汗がばーっと出たりして……自律神経が
おかしくなっていました。」健康を取り戻
すためにやむなく勉強を数カ月休んだ。
「一番しんどい時期でした」と直樹兄

弟は当時を振り返る。「2 年かけて一次
すら受からない。お金もない。エンジニ
アとしての経歴も，この 2 年で履歴書的

には何の価値もなくなった……築いた武
器みたいなものが全部なくなって素っ裸
で放り出された感覚で，気を抜くと『死に
たい』とつぶやいていました。」妻の文香
姉妹にとっても辛い日々だった。「リーハ
イの妻のサライアみたいな気持ちでした。
神権者は導きを受けて，妻は荒れ野につ

いて出ていく……兄弟は答えを受けてい
たけどわたしは受けてないですし，公認
会計士試験，一刻も早くやめてくれないか
なって思っていました。」家族でさまよう
荒れ野は，どこまで歩いても光が見えな
いように思えた。

東京神殿で，声を

ぎりぎりの精神状態で，直樹兄弟は
11月に行われた京都ステーク大会に出
席する。地域幹部七十人として招かれた
土
ど

門
もん

大
ひろ

幸
ゆき

長老のお話が心に残った。「ビ
ジネスがうまくいかなかったときに，神殿
に参入すると決めて，どんどんお金はなく
なったけれども，祝福を受けてビジネスが
軌道に乗った，というお話でした。」

その後，文香姉妹にも背中を押された
直樹兄弟は上京し，神殿に参入する。日の
栄えの部屋で主の御心を求めて祈った。

「自尊心はズタボロで，もう試験勉強を辞
めたいという思いでいっぱいでした。」

そんな直樹兄弟の耳に，主の声が聞こ
える─「今すぐ仕事を辞めて勉強に専
念しなさい。」……印象や促しという形で
はなく，はっきり聞こえたその声は，これ
まで受けたどの導きとも違っていた。
「そのとき，人生を主の御手に委ねる

覚悟ができました。」毎月神殿に参入する
ことを決意し，大阪に戻った直樹兄弟は
家族歴史に着手する。試験合格には先
祖の助けが必要だと感じたからだった。

「先祖を助けようとするときに，自分の人
生についても助けを得られるというウィッ
ツオー長老の言葉※ 4 を思い出しました。」

12月に受けた 4 回目の試験は不合格
だったが，立ち止まらなかった。決意し
た通りに 12月も神殿に参入した際，青

あお

木
き

秀
ひで

樹
き

神殿会長に声をかけられ，直樹兄弟
は儀式執行者として召された。

娘のために祈りなさい
直樹兄弟の生活が神殿と家族歴史に

よって変わり始めた頃，父親の博之兄弟
と母親の幸

ゆき

子
こ

姉妹の祈りにも小さな変化
が起こっていた。

2023 年の元旦，新春のリビングで博
之兄弟は幸子姉妹の頭に手を置き，新年
の祝福を授けた。祝福の中で博之兄弟
は述べる。「本当に心から，娘の春

はる

菜
な

の
ためにお祈りをしなさい。」直樹兄弟の妹
にあたる長女の春菜姉妹は，大学生の頃
から教会に来ていなかった。結婚してか
らも里見家の近くに住んでいたものの，父
親の博之兄弟とは疎遠になっていた。導
きを受けて，博之兄弟は幸子姉妹と二人
で毎朝，春菜姉妹のために心を込めて祈
り始めた。

神殿クラウドファンディング※ 5

2 月，博之兄弟は直樹兄弟の予定に合
わせて上京し，一緒に東京神殿で奉仕
することにした。ところが当日，奉仕を終
えた直樹兄弟の様子がおかしい。「顔が
真っ黄色なんです。」倒れかけた直樹兄弟
を休ませようと，神殿ロビーの椅子に座ら
せた。ぐったりと椅子に身を沈めた直樹

里見博之兄弟はいつも
「主が目の前に居られる」ことを意識しながら祈る

一脚だけある白い椅子は「主を家庭に招く」ことの象徴だという

笑顔だが，仕事を辞めて2年目の一番苦しかった時期笑顔だが，仕事を辞めて2年目の一番苦しかった時期

2023年2月2日2023年2月2日
東京神殿で一緒に奉仕する東京神殿で一緒に奉仕する

博之兄弟と直樹兄弟博之兄弟と直樹兄弟

3年間使い込んだ   問題集3年間使い込んだ   問題集

Living the Gospel of Jesus Christ
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兄弟の口から切れ切れに言葉がこぼれ
る。「ぼくは今，受験生で仕事も辞めて，
お父さん，お金がないんです……」

12 月から毎月神殿に参入し奉仕をして
いた直樹兄弟。導きに従って仕事を辞め
ており，経済的に厳しい状況だった。文
香姉妹の実家から支援があったが神殿参
入の交通費までは頼れない。どうにか夜
行バスの運賃を捻出したものの一番安い
4 列シートの狭い座席で，眠ることもまま
ならない。「勉強で疲れているのもある
し，神殿に着いた時点ですでに頭ががん
がん痛い状態でした」と直樹兄弟は言う。

疲弊した息子を目の当たりにした博之
兄弟は，帰宅してすぐに幸子姉妹と，近所
に住む次女の真

ま

由
ゆ

子
こ

姉妹とで家庭の夕べ
を開いた。直樹兄弟の窮状について話し
たとき，真由子姉妹が言う。「お父さん，ク
ラウドファンディングを始めたらどうだろ
う。一人何千円か出したら，お兄ちゃんは
新幹線か，もっとゆっくり寝られるような
バスで行けるんじゃないかな？」

家族でクラウドファンディング─「そ
れ，すごくいい！」幸子姉妹も顔を輝かせ
る。その場で博之兄弟は春菜姉妹にも
電話をかけた。「春菜，お兄ちゃんが東
京神殿で奉仕をする責任をいただいたん
だけれど，今受験生でお金がなくて，大
変な状態になっているんだ……」教会か
ら離れて何年も経つ娘がどのように受け
止めるのか，不安もあった。しかし春菜
姉妹は言う。「お兄ちゃん，すごいね！」

「春菜もお金を出したい。」
「春菜が，わたしも出すよって言ってくれ

たのは本当に奇跡でした」と博之兄弟は
瞳を潤ませる。「自分はお休みしている
教会員が，神殿訪問のスポンサーになるっ
て考えられないことじゃないですか？……
春菜の，家族愛からだったと思います。」

こうして家族によるクラウドファンディ
ングが始まった。電子決済アプリを通じ
て毎月思い思いの額を直樹兄弟に送金す
る。そのお金で直樹兄弟は新幹線のチ
ケットを購入し，神殿に通った。「新幹線
で行っても始発で行って終電で帰る生活
だったんですけど，体は楽になりました。
本当にありがたかった。」試験勉強の傍ら
家族歴史に取り組み，100人分の先祖の
記録を提出した。

骨の髄から，神様の愛を

定期的な神殿参入を通じた先祖への
奉仕は，徐々に直樹兄弟の心を変えてい
く。「神殿に行くようになって幸せになり
ました」と直樹兄弟は断言する。「家族
歴史って，名前を知っている程度の先祖
のために，時間とお金を割いて戸籍を取
り寄せて入力して神殿に行って，その儀
式も（先祖が）受け入れるか分からない
……でもこれってイエス・キリストの贖い
と非常に似ているんです。イエス様も，受
け入れるか分からないぼくたち全人類の
ために命をささげてくださった。先祖の
ために時間とお金を使って神殿に参入す
ることで，イエス・キリストの愛について
理解を深めることができました。」

一時期「死にたい」とまで思い詰めた
直樹兄弟の心を劇的に変えた先祖の力と
イエス・キリストの愛。それは，里見家の
面々にも働きかける。

2023 年 3月，やわらかな日差しを浴び
ながら，博之兄弟と幸子姉妹は朝の祈り
をささげていた。導きを受けて以来一日
も欠かさず春菜姉妹について祈り続ける
二人にその日，新たな導きが与えられた。
博之兄弟の耳に，かつて直樹兄弟のため
に祈るよう指示されたときと同じくはっき
りとした声が聞こえる─「彼女が骨の

髄から神様の愛を感じることができるよ
うに祈りなさい。」

骨の髄から……聖文に頻出する言葉
は，里見夫妻にこれまでの祈りを振り返
るきっかけを与えた。「ずっと娘が教会に
来るよう一生懸命祈っていましたが，そ
のお祈りは独りよがりだったと思います」
と幸子姉妹。「天のお父様の賜物の中
で最も大いなる賜物の一つは自由意志で
す」と博之兄弟は言う。「だから春菜が
教会に来るようにというお祈りではなく
て，彼女が天の御父の愛を骨の髄から感
じることによって，自由意志を使って教会
に来たいと思う，そういうお祈りをしなさ
いというチャレンジでした。」

それからは，春菜姉妹が文字通り骨の
髄から主の愛を感じられるよう祈った。
それは，主が与えられた意識改革の機会
だった。それまで，福音に対する真摯さ
から，博之兄弟は家族にも厳格に戒めを
守ることを求めた。「子どもが部活動で日
曜日の教会をおろそかにしたら『あなた
は今，霊的に灰色になってるんですよ。野
放しにしていると，やがて真っ黒になる』
と厳しい目つきで言う父親でした。教会
に来ない春菜に対しても，不満が態度に
表れていたと思います。」博之兄弟は春菜
姉妹に対する自身の言動を改める。「彼
女の自由意志を重んじて，あなたの自由
なんだよ，とよく言うようになりました。」

誕生日の奇跡

5 月 2 日は博之兄弟の誕生日だった。
幸子姉妹と二人で和食レストランでお祝
いをした後，互いの携帯が同時に鳴る。
里見家の LINE グループに春菜姉妹から
メッセージが届いていた。 LINE を開い
た博之兄弟は目を疑う。そこには，春菜姉
妹が教会に行かなくなった理由が綴られ

三男の命名式の日三男の命名式の日
茨木ワードにて茨木ワードにて

2024年2月，家族で集合写真2024年2月，家族で集合写真
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ロ
ー
カ
ル
ペ
ー
ジていた。「彼女はもう，家の敷居をまたげ

ないくらいの覚悟でお休みするようになっ
たんですが，教会に来ない理由は一度も
言ったことがなかった。なのに，わたした
ちがお祈りをしてから，行かなくなった理
由を自分から書いてくれたんです。」

心を開いた娘のメッセージに，ありった
けの愛情を込めて二人で返信した。「あ
なたはまぎれもなくわたしたちの娘である
し，直樹の妹であり真由子のお姉さんで，
かけがえのない家族であるっていうことを
書きました。」間を置かず他のメンバーか
らのメッセージが続く。直樹兄弟，真由子
姉妹，文香姉妹，真由子姉妹の夫の蕗

ふき

野
の

良
りょう

介
すけ

兄弟……春菜姉妹への愛と感謝を
伝えるメッセージでトーク画面が埋まって
いった。博之兄弟は幸子姉妹とともに数
か月にわたってささげ続けてきた祈りの言
葉を思い出す。「みんなが書いた，その言
葉によって春菜は『骨の髄から』家族の
愛を感じたんです。天のお父様から感じ
たのではなくても，わたしたちを通して結
果的には天のお父様の愛を感じることが
できたという強烈な証を持っています。」

夫婦の二人三脚で

LINE グループで起こった大きな奇跡
で家族が喜びに包まれていた頃，直樹兄
弟は正念場を迎えていた。 5 度目の公認
会計士試験である。 3 月に受けた直前
模試の結果は「ズタボロでした。」（直樹
兄弟）合格ラインにかすりもしない出来に

「再度仕事を辞めて本気で勉強したので，
かなり落ち込みました。」しかし妻の文香
姉妹は落ち着いていた。「わたしは，兄弟
は受かるって導きを受けていたので。」

2023 年 1 月，文香姉妹は久しぶりに
東京神殿へ参入した。日の栄えの部屋
で祈ったとき，脳裏にある光景が広がる。

「兄弟が 5 月の試験に合格しているところ
でした。」そして経済面を心配する姉妹に
主はこう言われた。「主の僕が生活を支
えてくれます。」……すると間もなく，里見
家のクラウドファンディングが始まったの
だった。

模試で最低点を出した直樹兄弟はあき
らめなかった。毎朝 5 時起きで奮闘する
姿を見た文香姉妹は「わたしも早起きし
て霊的に支えるべきだと感じました。」以
降，毎朝一緒に起き，直樹兄弟の隣でスト
レッチと聖典勉強をする。二人三脚で試
験に向かってスパートをかけた。

2023 年 5月 28 日。五月晴れの空の
下で迎えた 5 度目の公認会計士国家試
験の日，試験会場の大学に向かう人波の
中で直樹兄弟は冷静だった。「今自分は
主の御心の中にいるから，何とかなる。」
試験勉強を始めた当時は分からなかっ
た主の思いが，分かるようになっていた。

「正直に言うと，公認会計士になって高収
入を得たい，社会的な地位を得たいという
気持ちがあったんですけれど，お祈りする
うちに，主がそういうことに一切関心がな
いことが分かったんです。受かっても落
ちても問題ない，ぼくが戒めを守ることが
一番大事だと。」

そして 2023 年 6月 23日の午前10 時，
5 度目の合格発表画面─そこに直樹
兄弟の受験番号があった。

最後の模試で 43.2％だった得点率は，
本番では驚異的な伸びを見せて 71.2%
を叩き出す。例年よりもさらに低い合格率
6.9％の難関を見事に突破したのだった。

今，直樹兄弟は，満身創痍だった体調
を整えつつ二次試験に向けて勉強を続け
ている。その表情が穏やかなのは，最難
関の一次試験を突破したからではなく，
試練を通じて本当の幸せを見いだしたか

文香姉妹が主の答えを受けた文香姉妹が主の答えを受けた
2023年1月の東京神殿参入にて2023年1月の東京神殿参入にて

2020年1月，公認会計士試験に2020年1月，公認会計士試験に
チャレンジすると決心した頃チャレンジすると決心した頃
妹の蕗野真由子姉妹（左）と妹の蕗野真由子姉妹（左）と

自転車に長男を乗せて自転車に長男を乗せて
教会から帰る直樹兄弟教会から帰る直樹兄弟

三男の命名式の日三男の命名式の日
茨木ワードにて茨木ワードにて

2024年2月，家族で集合写真2024年2月，家族で集合写真



L8	 リ  ア  ホ  ナ

A
S

IA
 N

O
R

T
H

 A
R

E
A

 (J
A

P
A

N
ES

E
)

石
いし

井
い

 悠
ゆう

登
と

東京北伝道部
名古屋東ステーク

豊橋ワード
2024 年 1 月 21 日
プロボ MTC 入所

畦
あぜ

倉
くら

 和
かず

雄
お

・信
のぶ

子
こ

札幌伝道部
松戸ステーク
水戸ワード
2024 年 1 月 2 日
任地に着任新

あら

垣
かき

 歩
ほ

聖
しょう

ハワイ州ホノルル伝道部
沖縄ステーク
普天間ワード

2023 年 11 月 6 日
プロボ MTC 入所

長
なが

濱
はま

レヒドール サムエル 創
つくる

神戸伝道部
東京西ステーク

町田ワード
2023 年 10 月 23 日

プロボ MTC 入所

山
やま

本
もと

 ほさな
福岡伝道部

千葉ステーク
浦安ワード

2024 年 1 月 22 日
プロボ MTC 入所

●上から氏名，任地（伝道地），出身ユニット，MTC 入所日／着任日

＊掲載は自己申告制です。宣教師の方は着任の前後に写真と情報を，宣教師向けのウェブフォームまたは
メールでお送りください。 ◎電子メール：JPNLiahona@churchofjesuschrist.org
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●	東京西ステーク相模原ワード
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●	熊本ステーク坪井ワード
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●	日本沖縄ステーク
	 第一顧問： 大
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●	沖縄ステーク宮古支部
	 会長：安

あ

次
し

嶺
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役員の異動
2024 年 1 月 21 日から2 月 21 日
までに教会組織指導者住所録で
更新された役員の異動（敬称略）

今⺼のNews Headlines ◉ ニュースルームはこちら！
https://news-jp.churchofjesuschrist.org

◉ 能登半島地震被災地で，ヘルピングハンズ活動が始動─金沢ステーク，名古屋伝道部のボランティアが現地へ 1月28日リリース

◉ 教会が日本赤十字社に義援金を寄贈─令和6年能登半島地震の人道支援のために  1月29日リリース

◉ 石川県七尾市の避難所における大規模な食料品支援─被災地の状況に合わせ，きめ細やかな対応を  2月2日リリース

◉ 能登半島地震支援：ヘルピングハンズが石川県外から初の現地入り─名古屋・名古屋東ステーク  2月14日リリース

◉ ホームレスへの炊き出し支援を続けて24年─福岡ワード 藤 貞巳姉妹の奉仕に寄り添う扶助協会  2月14日リリース

◉ 教会が石川県立看護大学に義援金を寄贈─能登半島地震で被災した学生を支援  2月21日リリース

◉ ブリガム・ヤング大学のボーカルポイントとノートワージーがアジア北地域でコンサートツアー  2月22日リリース

らだ。「主と聖約を交わして戒めを守る
なら，妻とこの子たちがいるだけで，たと
えどんな状況でも幸せだと分かりました。
欲しかったものは最初から手に入れてい
たんです。」直樹兄弟が歩んだ，リーハイ
の家族のような試練の旅路。それは家族
を繋ぐ祝福となった，と博之兄弟は感じ
ている。「直樹の試練がなければクラウド
ファンディングはなくて，それがなければ，
春菜が家族に近づく機会もなかったと思

います。彼女はまだ教会に来ていません
けれども，すごく強い，結び固めを受けた
ような結びつきを感じます。」

祈りによって始まった家族の物語は，新
しい祈りによって次の扉を開く。 2024年
１月，博之兄弟は，実家に家族で帰省し
た直樹兄弟から神権の祝福を受けた。
直樹兄弟はこう述べる。「春菜姉妹が聖
餐を受けるようになるように，お祈りをして
ください。」─

博之兄弟は，春菜姉妹とより強い家族
のきずなを育む努力を続けている。「何
か悩んでいるって聞いたら，彼女の家にす
ぐ自転車で駆け付けます。」祈りを通して
一歩ずつ明らかにされる主の御心。その
実現のために里見家族は，これからも祈
り，神殿に参入し，喜んで人生の荒れ野を
進んでいく。◆

「欲しかったもの」「欲しかったもの」──
里見家の団欒のひととき里見家の団欒のひととき

Living the Gospel of Jesus Christ
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